
１
月

日
～

日
ま
で

15

18

熱
海
市
で
開
催
さ
れ
た
日

本
共
産
党
第

回
党
大
会

27

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

共
闘
が
後
戻
り
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
と
こ
ろ

に
き
て
い
る

圧
巻
は
３
野
党
・
１
会

派
の
代
表
の
心
の
こ
も
っ

た
挨
拶
を
聴
き
、
約
１
０

０
０
人
が
万
雷
の
拍
手
で

応
え
た
と
き
の
光
景
は
感

動
的
で
し
た
。

私
が
若
い
頃
に
夢
み
た

こ
と
が
現
実
の
も
の
と
な

り
、
野
党
と
市
民
の
共
闘

が
後
戻
り
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
ろ
に
き
て
い
る

こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
綱
領
に
書

い
て
あ
る
「
統
一
戦
線
」

の
方
針
が
日
本
政
治
に
大

き
な
影
響
力
を
与
え
て
い

る
こ
と
を
肌
で
感
じ
ま
し

た
。
鶴
岡
地
区
で
も
昨
年

舟
山
康
江
さ
ん
が
大
差
で

勝
利
し
た
こ
と
に
み
ら
れ

る
よ
う
に
、
「
１
＋
１
＝

２
以
上
の
力
」
を
発
揮
し

ま
し
た
。

野
党
と
市
民
の
み
な
さ

ん
が
共
同
の
と
り
く
み
を

す
る
中
で
、
お
互
い
に
心

底
仲
良
く
な
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
殻
を
破
っ
て
い
っ
た

と
い
う
発
言
が
多
く
あ
り

ま
し
た
。
新
潟
県
を
は
じ

め
幾
人
か
ら
は
「
一
献
傾

け
な
が
ら
」
語
り
あ
っ
て

絆
を
深
め
た
と
の
こ
と
で

し
た
。

大
阪
府
・
最
北
地
区
の

党
員
拡
大
経
験
に
感

銘
大
阪
府
の
代
議
員
は
、

こ
れ
ま
で
支
持
を
い
た
だ

い
た
方
に
敬
意
を
こ
め
な

が
ら
党
へ
の
意
見
を
よ
く

お
聴
き
し
、
ち
ょ
っ
ぴ
り

勇
気
を
出
し
て
入
党
を
お

薦
め
し
た
と
こ
ろ
快
く
返

事
を
い
た
だ
い
た
例
が
多

数
あ
る
こ
と
を
報
告
し
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
に
敬
意

（
リ
ス
ペ
ク
ト
）
を
こ
め

た
対
応
を
日
常
の
す
み
ず

み
ま
で
徹
底
す
る
こ
と
を

大
事
に
し
て
、
と
り
わ
け

労
働
者
・
青
年
の
分
野
で

党
勢
倍
加
・
世
代
的
継
承

を
め
ざ
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

山
形
県
最
北
地
区
の
矢

口
廣
義
代
議
員
は
目
標
達

成
に
む
け
た
執
念
で
党
員

を
増
や
し
た
経
験
を
語

り
、
感
動
的
で
し
た
。

今
後
、
共
同
の
力
に
よ

っ
て
社
会
を
発
展
さ
せ
て

い
く
上
で
、
「
一
歩
一
歩

階
段
を
上
る
」
如
く
選
挙

で
国
の
行
方
を
決
め
て
い

く
と
い
う
綱
領
の
精
神
を

分
か
り
や
す
く
伝
え
る
力

（
伝
達
力
）
を
磨
き
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

来
る
市
長
・
市
議
選
、

衆
院
選
で
の
共
同
強
化

と
党
躍
進
を

今
年
の
三
川
町
議
選

（
２
月
）
、
鶴
岡
市
長
選

・
市
議
選
（

月
）
、
来

10

る
衆
議
院
選
で
は
、
「
野

党
と
市
民
の
共
同
強
化
と

日
本
共
産
党
の
躍
進
の
二

つ
」
を
一
体
的
に
す
す
め

る
こ
と
を
胸
に
刻
み
な
ら

鶴
岡
に
帰
っ
て
き
ま
し

た
。
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関 徹
長者町11-26
２４－２４１４

加 藤 太 一
稲生 2 - 6 - 6
２４－５９３５

加 藤 鉱 一
宝徳仲田56
６４－３９４１

菅 井 巌
中 楯 9 6
３３－０５３４

市議会３月定例会日程（予定）
※開会時刻は10：00です。

３月１日（水）本会議（開会、提案説明、

総括質問)

２日（木）予算特別委員会

３日（金）本会議（一般質問）

６日（月）本会議（一般質問）

７日（火）本会議（一般質問）

共産党市議団（最後）

８日（水）本会議・予算特別委員会

９日（木）常任委員会（総務）

１０日（金）常任委員会（市民文教）

１３日（月）常任委員会（厚生）

１４日（火）常任委員会（産業建設）

２２日（水）予算特別委員会

２３日（木）本会議（閉会）

※請願の締め切りは、２月２３日(木) 13時

「団結がんばろう」をする野党党首。左から糸数慶子・「沖縄の風」代表、安住淳・民進党代表代行、志位和夫・日本共産

党委員長、小沢一郎・自由党代表、吉田忠智・社民党党首（「しんぶん赤旗日曜版」１月２２日号紙面より引用）

第

回
党
大
会
に
参
加
し
て

27日
本
共
産
党
鶴
岡
地
区
委
員
長

佐
藤

誠
一



日
、
平
成

年
度
第

24

28

２
回
鶴
岡
市
都
市
計
画
審

議
会
（
植
木
勝
司
会
長
）

が
市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し

た
。審

議
会
で
は
、
鶴
岡
市

都
市
再
興
基
本
計
画
に
つ

い
て
審
議
し
、
一
部
加
筆

・
字
句
修
正
を
加
え
た
上

で
承
認
し
鶴
岡
市
長
に
答

申
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し

た
。ま

た
、
鶴
岡
市
の
中
心

市
街
地
の
活
性
化
に
向
け

て
の
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

加
藤
太
一
市
議
が
委
員

と
し
て
出
席
し
ま
し
た
。

市
民
生
活
圏
を
中
心

部
に
集
約
す
る｢

コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ｣

掲
げ
る

「
鶴
岡
市
都
市
再
興
基

本
計
画
」
は
、
ま
ち
づ
く

り
の
指
針
で
あ
る
市
の

「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
」
と
な
る
も
の
。
ま

た
市
街
化
区
域
に
つ
い
て

は
「
立
地
適
正
化
計
画
」

を
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理

念
に
は
、
「
先
端
研
究
産

業
や
中
核
産
業
で
新
し
い

ま
ち
を
磨
き
、
住
環
境
の

循
環
に
よ
り
ま
ち
を
再
編

す
る
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

鶴
岡
」
と
し
て
、
産
業
は

バ
イ
オ
に
特
化
し
、
市
民

の
生
活
圏
を
中
心
部
に
集

約
し
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」

を
掲
げ
て
い
ま
す
。

「
将
来
都
市
構
造
」
で

は
、
中
心
拠
点
と
し
て
、

官
庁
街
の
再
整
備
（
荘
内

病
院
跡
地
の
国
の
第
２
合

同
庁
舎
）
、
鶴
岡
公
園
周

辺
整
備
、
中
心
商
店
街
の

活
性
化
、
ラ
ン
ド
バ
ン
ク

事
業
、
住
み
替
え
世
代
毎

の
居
住
サ
イ
ク
ル
に
対
応

し
た
居
住
環
境
の
整
備
を

あ
げ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
北
部
サ
イ
エ

ン
ス
パ
ー
ク
と
茅
原
区
画

整
理
地
区
を
「
北
部
拠
点
」

に
位
置
づ
け
、
商
業
施
設

や
子
育
て
支
援
施
設
な
ど

利
便
施
設
等
の
集
積
を
進

め
る
と
し
て
い
ま
す
。

旧
町
村
の
役
場
周
辺
地

区
は
地
域
の
拠
点
と
し
て

位
置
づ
け
、
路
線
バ
ス
や

地
域
主
体
の
公
共
交
通
で

中
心
拠
点
な
ど
と
結
ぶ
と

し
て
い
ま
す
。

中
心
市
街
地
は
、
江
戸

末
期
ま
で
に
形
成
さ
れ
た

町
丁
目
の
「
中
心
住
宅

21地
」
は
高
齢
化
し
、
高
度

成
長
期
に
開
発
さ
れ
た
20

町
丁
目
の
「
新
興
住
宅
地
」

や
、
バ
ブ
ル
期
以
降
に
開

発
さ
れ
た

町
丁
目
の

22

「
新
住
宅
地
」
に
、
郊
外

な
ど
か
ら
人
の
流
れ
が
進

み
ま
し
た
。

市
街
化
区
域
の
「
立
地

適
正
化
計
画
」
で
は
、
居

住
誘
導
区
域
と
し
て
①
中

心
住
宅
地
と
新
興
住
宅

地
、
②
茅
原
北
地
区
と
北

部
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
地

区
と
し
、
中
心
市
街
地
へ

の
住
み
替
え
促
進
や
、
人

口
流
出
の
防
止
を
図
る
と

し
て
い
ま
す
。

居
住
誘
導
で
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
が
崩
れ
な
い
か

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
は

人
口
減
少
を
前
提
に
、
拡

大
し
た
市
街
地
を
縮
小
さ

せ
、
公
共
施
設
、
都
市
施

設
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と

め
る
と
い
う
意
味
で
す
。

居
住
誘
導
で
問
題
と
な

る
の
は
、
こ
れ
ま
で
の
市

民
の
日
常
生
活
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
、
地
域
の
ま
と
ま

り
が
崩
れ
な
い
か
、
人
口

激
減
と
な
る
周
辺
部
は
自

然
災
害
や
環
境
、
景
観
保

護
、
交
通
弱
者
対
策
な
ど

が
よ
り
困
難
に
な
る
の
で

は
な
い
か
等
で
す
。

人
口
減
少
で
生
み
出
さ

れ
る
空
間
を
ゆ
と
り
と
と

ら
え
、
公
園
や
道
路
拡
幅

な
ど
居
住
環
境
の
改
善
に

あ
て
る
等
の
施
策
や
、
合

併
し
た
旧
町
村
の
地
域
を

存
続
さ
せ
る
た
め
に
、
予

算
と
権
限
を
保
障
す
る
都

市
内
分
権
の
考
え
方
な
ど

が
大
切
で
す
。

県
議
補
選
も
野
党
勝
利
、
知
事
に
要
望

宅
介
護
も
施
設
介
護
も
求
め
ら
れ
て
い

る
」
「
現
場
に
寄
り
添
っ
て
考
え
る
」

と
表
明
。
共
鳴
し
合
う
懇
談
と
な
り
ま

し
た
。

（
県
議

関

徹
）

新年度予算要望で吉村知事と懇談（左
端が関県議＝23日、山形県庁）

☆

日
投
開
票
の
県
議
選
北
村
山
選

22

挙
区
補
欠
選
挙
で
も
初
の
野
党
共
闘
。

自
民
公
認
候
補
に
勝
利
。
自
民
党
の
暴

走
と
対
決
す
る
力
が
更
に
拡
大
。

☆

日
、
３
期
目
を
迎
え
た
吉
村
知
事

23
に
新
年
度
予
算
要
望
で
懇
談
。
私
は
、

高
齢
者
の
み
世
帯
を
始
め
介
護
力
低
下

で
、
入
院
・
施
設
入
所
の
ニ
ー
ズ
は
む

し
ろ
拡
大
し
て
い
る
こ
と
、
国
が
進
め

る
「
医
療
か
ら
介
護
へ
」
「
施
設
か
ら

在
宅
へ
」
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
か
ら
の
卒

業
」
な
ど
は
、
現
実
に
は
医
療
と
介
護

の
切
り
捨
て
と
な
る
こ
と
を
説
明
。

知
事
は
、
「
介
護
離
職
の
深
刻
な
事

例
な
ど
具
体
例
も
承
知
し
て
い
る
」「
在

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
1月20日入札分

・市集落排水事業 羽黒中央地区201号ﾏﾝﾎｰﾙﾎﾟﾝﾌﾟ新設工事（羽黒町後田地
内）（入札3業者）
日栄産業(有) 15,115,000円（16,078,000円）工期～3/31（落札率94.0％）
・市集落排水事業 赤川地区管路施設10－1号新設工事（羽黒町赤川地内）
（入札3業者）
(株)丸元建設 2,700,000円（2,715,000円）工期～3/17（落札率99.4％）
・市集落排水事業 羽黒中央地区管路施設201号新設工事その2（羽黒町後
田ほか地内）（入札10業者うち1業者辞退）
加藤建設管工(株) 79,000,000円（82,526,000円）工期～3/31（落札率95.7％）

建築課入札結果（ ）内は予定価格
1月19日入札分

・鶴岡斎場車寄せ外壁復旧及び軒天改修工事（伊勢原町12番81号）（入札3業
者）
中野興建(有) 3,700,000円（3,770,000円）工期～3/10（落札率98.1％）
・市本所庁舎非常用電源自家発電機設備整備工事
中止

第
２
課
庶
務
係
消
防
副
士

長
・
五
十
嵐
有
也
さ
ん
、

「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
」
の
北
分
署
第
１
係
消

防
副
士
長
・
長
野
洋
二
郎

さ
ん
、
努
力
賞
に
「
あ
な

た
も
で
き
る
神
対
応
」
の

警
備
第
１
課
救
急
係
消
防

副
士
長
・
新
館
香
さ
ん
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

最
優
秀
に
選
出
さ
れ
た

齋
藤
さ
ん
は
２
月
の
県
大

会
に
出
場
し
ま
す
。

加
藤
太
一
市
議
も
参
加

し
ま
し
た
。

日
、
鶴
岡
市
消
防
本

12
部
で
第

回
消
防
職
員
意

10

見
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。意

見
発
表
会
は
、
消
防

職
員
が
消
防
活
動
に
対
す

る
考
え
や
提
案
を
一
人
５

分
の
持
ち
時
間
で
意
見
を

発
表
。
７
人
の
消
防
士
が

意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
は
、
演
題
「
お

も
て
な
し
フ
ァ
ー
ス
ト
」

の
温
海
分
署
消
防
第
一
係

消
防
副
士
長
・
齋
藤
知
也

さ
ん
、
優
秀
賞
は
「
海
の

『
ひ
な
ど
り
』
」
の
警
備

第

回
消
防
職
員
意
見
発
表
会

10
最
優
秀
賞
は
温
海
分
署
の
齋
藤
知
也
さ
ん


